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２
０
１
９
年
６
月
30
日
（
木
）
〜

31
日
（
金
）
の
１
泊
２
日
で
吉
川
利

次
君
の
企
画
で
、
越
後
湯
沢
駅
近
く

の
「
Ｋ
Ｋ
Ｒ
湯
沢
ゆ
き
ぐ
に
」
で
新

潟
方
面
か
ら
石
黒
征
一
、浅
見
克
久
、

石
月
徳
文
、
保
科
慧
君
の
４
名
、
東

京
方
面
か
ら
吉
川
利
次
君
と
私
、
そ

し
て
同
郷
田
家
出
身
の
吉
川
貞
夫

君
（
新
潟
工
業
高
校
卒
業
）
の
３
名
、

計
７
名
が
集
い
ま
し
た
。　

　

利
次
君
と
は
毎
年
、
石
黒
君
と
は

彼
が
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
東
京
駅
長

時
代
に
３
回
、
浅
見
君
と
は
10
年
前

に
月
岡
温
泉
で
の
ク
ラ
ス
会
で
会
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
石
月
、
保
科
両

君
と
は
卒
業
以
来
57
年
振
り
の
再
会

で
し
た
。

　

始
め
皆
は
、遠
慮
が
ち
で
し
た
が
、

時
間
と
共
に
打
解
け
高
校
生
活
、
ク

ラ
ブ
活
動
、
級
友
、
恩
師
の
思
い
出

話
か
ら
、
現
役
時
代
の
出
来
事
、
そ

し
て
現
役
引
退
後
の
家
業
、
趣
味
等

話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
又
の
再
会
を
約
し
、

楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

東
京
支
部
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り

な
く
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝

察
致
し
ま
す
。
昨
年
５
月
の
第
15
回

定
期
総
会
で
桂
さ
ん
か
ら
支
部
長
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
石
月
で
す
。
昭
和

41
年
卒
業
の
18
期
生
で
す
。
非
力
で

は
あ
り
ま
す
が
支
部
の
維
持･

発
展

の
た
め
役
員
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ

精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
総
会
は
昨
年
５
月
、
品

川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
石

川
会
長
、
渡
辺
校
長
、
恩
師
・
高
津

恭
子
先
生
の
出
席
を
賜
り
、
同
窓
生

91
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
議
題
は
活
動
の
報
告
と
計
画
、

予
算
と
決
算
の
審
議
な
ど
例
年
と
変

わ
ら
ず
、
ま
た
特
別
な
決
議
案
件
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
役
員
改
選
で

は
支
部
長
と
副
支
部
長
３
名
が
交
代

致
し
ま
し
た
。
総
会
後
の
懇
親
会
で

は
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
端
唄
・
三
味

線
の
師
匠
を
さ
れ
て
い
る
高
井
亜
古

さ
ん
（
30
期
生
）
の
唄
と
演
奏
を
楽

し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
同
窓
生
分

け
隔
て
な
く
和
気
あ
い
あ
い
、
郷
里

の
話
や
恩
師
・
友
人
の
話
等
で
賑
や

か
に
盛
り
上
が
り
、
懐
か
し
い
出
会

い
も
あ
っ
て
互
い
に
旧
交
を
温
め
合

い
ま
し
た
。
恒
例
の
抽
選
会
の
後
は

校
歌
、
新
津
松
阪
、
高
校
三
年
生
等

を
全
員
で
合
唱
し
、
次
回
の
再
会
を

誓
い
つ
つ
散
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
は
ホ
テ
ル
内
の

カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
を
借
り
、
二
次
会

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
東
京
支
部
は
来
年
５

月
の
総
会
で
〝
設
立
30
周
年
〞
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
間
、
総
会
・
懇
親
会

の
出
席
者
は
ピ
ー
ク
時
の
約
２
０
０

名
か
ら
今
総
会
で
は
１
０
０
名
を

切
り
、
半
減
し
て
い
ま
す
。
登
録
会

第
15
回
総
会
・
懇
親
会
の
報
告
と
ご
挨
拶

　

総
会
で
も
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
昨
年
の
四
月
に
赴
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
渡
辺
剛
で
す
。
縁

あ
っ
て
伝
統
あ
る
新
津
高
校
の
仲
間

入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
て
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
と
手
を
取
り
合
っ
て

新
津
高
校
の
よ
り
良
い
発
展
の
た
め

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
東
京
支
部
の
皆
様
、
昨
年

は
二
年
に
一
度
の
定
期
総
会
に
お
招

き
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
活
躍

を
お
聞
き
し
て
大
変
頼
も
し
く
思
う

と
と
も
に
元
気
と
パ
ワ
ー
を
頂
く
こ

ご
挨
拶

と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
活
躍

は
在
校
生
の
励
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
三
年
生
は
多
く
の
生
徒
が

部
活
動
を
頑
張
り
、
地
区
大
会
や
県

大
会
で
活
躍
し
、
中
に
は
北
信
越
大

会
や
全
国
大
会
に
出
場
し
た
生
徒
も

お
り
ま
し
た
。
八
月
に
は
学
習
合
宿

が
行
わ
れ
、
勉
強
に
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。　

こ
の
よ
う
な
生
徒
の

努
力
や
頑
張
り
が
、
生
徒
一
人
一
人

の
進
路
希
望
実
現
と
い
う
形
と
な
っ

て
現
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
三
年
度
に
百
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
現
在
、
同
窓
会
、

親
師
会
役
員
の
皆
様
と
連
携
し
て
、

百
周
年
記
念
行
事
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
は
東
京
支
部
の
皆
様

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
何
卒
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

  

本
校
の
校
訓
は
、
皆
様
も
ご
存
知

の
通
り
「
學
ぶ
は
髙
き
人
の
道
」
で

す
。
人
は
学
ぶ
こ
と
で
徳
の
高
い
人

間
と
な
り
、
思
い
や
り
や
誠
意
と
い

う「
あ
た
た
か
さ
」を
身
に
つ
け
、「
自

分
の
能
力
は
、
努
力
に
よ
っ
て
伸
ば

す
」
と
信
じ
て
、
一
生
懸
命
努
力
す

る
人
間
に
な
る
と
い
う
意
味
だ
と
教

え
て
い
ま
す
。

　

生
徒
達
が
、
真
剣
に
学
び
、
学
校

行
事
や
部
活
動
に
精
一
杯
取
り
組

み
、
友
達
と
積
極
的
に
関
わ
る
中
で

人
間
性
を
高
め
、
こ
の
校
訓
を
体
現

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
が
誇
れ
る
母

校
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
同
が
精
一

杯
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
益
々
の
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
支
部
の
同
窓
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
母
校
、
同
総
会
に
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
郷
里
を
離
れ
、
日
本
の
首
都
東

京
で
活
躍
さ
れ
る
皆
様
の
、
心
意
気

と
実
績
に
、
そ
れ
こ
そ
が
同
窓
会
の

誇
り
で
あ
る
と
心
よ
り
感
銘
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
は
１
９
２
１
年
（
大

正
10
年
）
に
創
立
さ
れ
、
来
年

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）
に
百
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
日
本
は

お
ろ
か
、
世
界
に
３
万
５
千
名
の
有

為
な
人
材
を
輩
出
し
、
世
界
の
発
展

に
尽
く
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
百
周
年
を
祝
い
、
来
年
11
月

６
日
（
土
）
に
、
母
校
に
て
式
典
、

記
念
講
演
、
祝
賀
会
、
そ
し
て
周
年

事
業
と
し
て
、
一
年
前
よ
り
生
徒
、

生
徒
父
兄
、
学
校
関
係
者
と
再
三
に

亘
り
検
討
し
、
全
学
年
、
全
ク
ラ
ス

に
最
新
式
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
備

え
た
電
子
黒
板
を
寄
贈
す
る
こ
と
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

生
徒
の
学
習
環
境
は
著
し
く
向
上
し

学
力
向
上
、
ひ
い
て
は
学
校
発
展
の

基
と
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
電
子
黒
板

設
置
費
用
は
１
千
６
百
万
円
程
か
か

り
、
更
に
記
念
誌
、
全
同
窓
会
員
へ

の
同
窓
会
報
×
２
回
、
記
念
講
演
、

他
、記
念
事
業
経
費
を
入
れ
ま
す
と
、

２
千
５
百
万
円
程
費
用
が
か
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
同
総
会
の
全
積
立
金
は

３
２
０
万
円
で
、
他
に
は
皆
様
の
ご

寄
付
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で

あ
り
ま
す
。
皆
様
に
は
何
卒
こ
の
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一
口
５
千

円
以
上
の
ご
寄
付
を
心
よ
り
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
母
校

に
お
い
て
は
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て

更
な
る
発
展
、
そ
し
て
地
域
の
発
展

は
も
と
よ
り
、
国
家
の
発
展
に
つ
な

が
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
百
周
年
事
業
で
は
新

津
高
校
ら
し
い
ど
こ
に
も
な
い
記
念

事
業
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
新
潟
県
内
外
に
誇
り

あ
る
新
津
の
、
新
津
高
校
の
、
同
窓

生
の
気
概
を
示
し
、
後
輩
の
誇
れ
る

よ
う
な
高
校
の
発
展
を
考
え
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
こ
そ
皆
様
と
、
三
年
間
過
ご
し

た
自
然
豊
か
で
優
し
い
秋
葉
山
に
囲

ま
れ
た
、
私
達
の
心
の
ふ
る
さ
と
、

そ
し
て
同
胞
と
語
り
合
っ
た
我
が
母

校
に
、
心
に
残
る
１
０
０
周
年
事
業

を
贈
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

新
津
高
等
学
校
万
歳
、
新
津
高
等

学
校
同
窓
会
万
歳
、
そ
し
て
、
新
津

高
校
に
か
か
わ
る
全
て
の
人
々
に
万

歳
。

　

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
挨
拶

　

私
は
新
潟
県
職
員
在
職
中
か
ら
こ

れ
ま
で
の
四
十
年
程
、
阿
賀
野
川
に

魅
せ
ら
れ
て
唯
一
の
趣
味
で
あ
る
カ

ヌ
ー
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
県
退
職

後
は
、
各
種
法
人
の
役
員
等
を
勤
め

上
げ
、六
十
八
歳
の
時
、私
の
カ
ヌ
ー

の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
で
も
あ
る
阿
賀

野
川
ラ
イ
ン
舟
下
り
の
船
頭
・
ガ
イ

ド
に
転
身
し
、
現
在
、
七
年
目
に
な

り
ま
す
。

　

ラ
イ
ン
舟
下
り
に
は
、
毎
年
、
全

国
各
地
の
お
客
様
の
ほ
か
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
外
国
人
も
大
勢
訪
れ
る
こ

と
か
ら
、
船
頭
・
ガ
イ
ド
は
舟
歌
や

ユ
ー
モ
ア
の
ほ
か
に
河
川
に
関
す
る

知
識
や
実
体
験
な
ど
の
話
題
性
が
豊

富
で
な
い
と
乗
船
客
の
方
々
か
ら
充

分
に
楽
し
ん
で
頂
け
ま
せ
ん
。
日
本

一
の
ラ
イ
ン
舟
下
り
船
頭
・
ガ
イ
ド

を
め
ざ
す
私
と
し
て
は
、
全
国
的
な

話
題
づ
く
り
の
た
め
、
毎
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ど
自
慢
大
会
に
挑
戦
し
た
り
し

て
、
そ
の
際
の
様
々
な
経
験
談
な
ど

も
話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
夏
、
阿
賀
野
川
の
麒
麟

山
の
千
畳
岩
で
「
力
プ
ロ
」
の
映
画

制
作
の
情
報
が
東
蒲
原
郡
阿
賀
町
か

ら
あ
り
、私
が
勤
務
す
る
道
の
駅「
阿

賀
の
里
」
を
会
場
と
し
て
協
力
出
演

者
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
私

も
船
内
ガ
イ
ド
の
話
題
づ
く
り
の
た

め
、
挑
戦
し
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
映
画
は
「
あ
る
船
頭
の
話
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
俳
優
の
オ
ダ

ギ
リ
・
ジ
ョ
ウ
が
監
督
す
る
初
の
長

編
映
画
で
す
。ロ
ケ
候
補
地
と
し
て
、

山
形
・
福
島
・
栃
木
・
群
馬
な
ど
の

各
県
景
勝
地
の
河
川
を
撮
影
ス
タ
ッ

フ
関
係
者
が
下
見
視
察
し
た
結
果
、

ほ
ぼ
全
編
ロ
ケ
地
は
、
新
潟
県
・
阿

賀
野
川
・
阿
賀
町
内
と
な
り
ま
し
た
。

撮
影
監
督
は
、
世
界
的
カ
メ
ラ
マ
ン

の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
イ
ル
で
美

し
い
映
画
で
す
。
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
出
演
者
で
、
主
役
で
船
頭
役
の
柄

本
明
と
二
人
だ
け
で
船
に
乗
っ
て
い

る
村
人
役
の
ほ
か
に
、
音
楽
家
で
マ

タ
ギ
役
の
細
野
晴
臣
や
長
瀬
正
敏
の

シ
ル
エ
ッ
ト
代
役
と
台
詞
の
あ
る
村

人
の
長
老
役
な
ど
四
度
も
ロ
ケ
現
場

に
足
を
運
び
、
映
画
撮
影
が
多
く
の

ス
タ
ッ
フ
関
係
者
に
よ
り
ど
の
様
に

行
わ
れ
る
の
か
、
撮
影
現
場
を
経
験

し
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

映
画
で
は
、
絵
の
よ
う
に
美
し
く

静
か
な
阿
賀
野
川
は
、
時
を
超
え
人

間
の
葛
藤
を
も
飲
み
込
ん
で
流
れ
、

川
を
通
し
て
映
し
出
さ
れ
る
自
然
の

力
強
さ
と
無
情
さ
が
圧
巻
で
す
。
こ

の
映
画
は
わ
か
り
や
す
い
映
画
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
河
川
や
自
然
の
中

で
そ
の
時
代
や
船
頭
を
通
し
て
生
き

る
と
い
う
こ
と
や
、
消
え
る
こ
と
の

な
い
人
間
の
「
業
（
ご
う
）」
と
も

い
う
も
の
を
あ
ら
た
め
て
突
き
つ
け

ら
れ
る
作
品
で
す
。

　

監
督
オ
ダ
ギ
リ
・
ジ
ョ
ウ
は
、
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
演
劇
科
卒

で
、
こ
の
作
品
は
ト
ル
コ
や
イ
ン
ド

で
の
国
際
映
画
祭
で
最
優
秀
作
品
賞

を
受
賞
し
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
映
画

祭
出
品
作
品
で
も
あ
り
、
外
国
で
は

評
価
の
高
い
作
品
で
す
。
全
国
公
開

作
品
で
す
の
で
、
新
潟
県
出
身
で
、

磐
越
西
線
の
沿
線
出
身
者
や
修
学
旅

行
な
ど
で
特
に
阿
賀
野
川
方
面
に
思

い
出
の
あ
る
方
に
は
、
是
非
、
観
て

頂
き
た
い
作
品
で
す
。

〔同窓会東京支部創立 30年〕

次期支部総会日程決まる！
同期・先輩・後輩の皆さんと親睦、交流を

◆日時：2021 年 5月３０日（日）
　　　　AM11:00 ～ PM3:00
◆会場：品川プリンスホテル

※最近の社会情勢に鑑み、日時は延期・変更される可能性があります。
　開催については、改めて皆様にご案内差し上げます。
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憲
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♪
弥
彦
の
山
の
峰
遠
く
沃
野
を
展

く
信
濃
川
校
章
燦
と
輝
い
て
立
つ
は

我
等
が
小
須
戸
中
♪

　

校
舎
の
周
り
は
田
ん
ぼ
と
畑
と
用

水
路
。
信
濃
川
か
ら
は
一
キ
ロ
弱
の

距
離
で
す
。

　

吹
奏
楽
部
に
三
年
間
在
籍
し
、
学

校
行
事
や
運
動
部
の
応
援
で
演
奏
し

た
校
歌
は
、
歌
詞
が
描
く
情
景
と
共

に
思
い
出
深
い
曲
で
す
。

　

校
舎
は
鉄
筋
三
階
建
て
。
一
周

四
百
メ
ー
ト
ル
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ

り
ま
し
た
。
木
造
二
階
建
て
の
矢
代

田
小
学
校
の
卒
業
生
に
は
誇
ら
し
い

学
び
舎
で
し
た
。両
親
の
墓
に
近
く
、

帰
省
時
に
は
懐
か
し
い
思
い
で
前
を

通
っ
て
い
ま
す
。
他
に
は
な
ぜ
か
些

細
な
こ
と
が
、
白
黒
の
映
像
と
し
て

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

校
長
先
生
の
講
話
中
に
倒
れ
、
目

の
前
の
ス
テ
ー
ジ
に
頭
を
ぶ
つ
け
た

の
は
、
入
学
後
最
初
の
全
校
朝
礼
で

し
た
。
お
星
さ
ま
が
見
え
る
と
思
っ

た
ら
、
気
づ
い
た
の
は
、
保
健
室
に

向
か
う
樋
口
応
援
団
長
の
腕
の
中
で

し
た
。

　

部
活
後
に
校
門
前
の
岡
田
商
店
で

買
食
い
す
る
焼
き
そ
ば
パ
ン
や
山
田

や
の
中
華
そ
ば
の
美
味
さ
は
今
で
も

追
い
求
め
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

自
転
車
通
学
で
し
た
。
広
め
の
農

道
を
鎌
倉
地
区
の
自
宅
か
ら
片
道

四
キ
ロ
を
通
い
ま
し
た
。「
♪
君
の

素
敵
な
〜
ブ
ラ
ア
ッ
ク
コ
ー
ト
♪
」

（
オ
ッ
ク
ス
）
と
歌
い
な
が
ら
帰
っ

た
こ
と
、
積
雪
が
凍
み
た
朝
、
田
ん

ぼ
の
上
を
自
転
車
で
登
校
し
た
こ

と
、
試
験
前
に
暗
記
物
を
確
か
め
な

が
ら
帰
っ
た
こ
と
。
四
キ
ロ
は
短
い

距
離
で
し
た
。

　

三
年
間
の
片
思
い
も
忘
れ
ま
せ

ん
。
運
動
会
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で

手
を
握
る
時
の
緊
張
感
は
今
で
も
蘇

り
ま
す
。
大
学
で
の
再
会
に
は
驚
き

ま
し
た
が
。

　

平
成
30
年
度
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

江
戸
の
風
情
が
色
濃
く
残
る
下
町
散

策
と
い
う
テ
ー
マ
で
企
画
し
、
去
る

11
月
10
日
（
土
）、
会
員
９
名
の
参

加
を
頂
き
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
、
日
本
橋
川
に
架
か

る
日
本
国
道
路
元
標
（
日
本
の
道
路

の
起
点
）
が
あ
る
日
本
橋
に
参
加
メ

ン
バ
ー
全
員
が
集
合
。
当
日
は
、
晴

天
に
恵
ま
れ
て
、
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン

グ
日
和
で
し
た
。
皆
さ
ん
、
北
千
住

を
目
指
し
て
（
行
程
8.5
㎞
）、
い
ざ

出
発
で
す
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
が
、
神
田
地
区

で
す
。
神
田
お
玉
が
池
を
祀
っ
た

繁
栄
お
玉
稲
荷
神
社
、
千
葉
道
場
が

あ
っ
た
玄
武
館
跡
、
創
業
者
が
白
根

地
区
の
聚
楽
発
祥
の
地
も
訪
れ
ま
し

た
。
神
田
か
ら
蔵
前
を
経
由
し
て
浅

草
に
向
か
い
、
雷
門
／
宝
蔵
門
を
経

て
、
浅
草
寺
と
浅
草
神
社
に
お
参
り

済
ま
せ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
日
本
橋

の
出
発
か
ら
2.5
時
間
経
過
の
11
時
30

分
に
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
で
予
定
し
て
い
た
神
谷
バ
ー

の
開
店
時
間
に
少
し
遅
れ
ま
し
た

が
、
運
よ
く
並
ば
ず
に
入
店
出
来
ま

し
た
。
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
こ
の

店
の
名
物
「
電
気
ブ
ラ
ン
」
を
飲
み
、

ほ
ろ
酔
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

食
事
後
、
か
っ
ぱ
橋
道
具
街
に
行

き
ま
し
た
。当
初
、こ
の
通
り
は
さ
っ

と
見
て
、通
り
過
ぎ
る
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、さ
す
が
日
本
一
の
道
具
街
、

見
て
い
る
う
ち
に
台
所
用
品
を
欲
し

く
な
る
人
が
出
て
、
大
幅
に
時
間
延

長
で
す
。
買
い
物
を
済
ま
せ
、
次
は

吉
原
地
区
で
す
。

　

こ
の
地
区
で
最
初
に
訪
れ
た
の

は
、
吉
原
神
社
で
す
。
江
戸
の
遊
女

に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
お
参
り
し
、

一
葉
記
念
館
に
向
か
い
ま
し
た
。　

　

こ
こ
は
、
五
千
円
札
の
肖
像
画
に

も
な
っ
た
樋
口
一
葉
の
文
学
的
業
績

を
称
え
る
文
学
館
な
の
で
、
参
加
者

の
殆
ど
が
入
館
し
、
24
歳
で
短
い
生

涯
を
終
え
た
一
葉
を
知
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
吉
原
大
門
、
見
返
り
柳

を
目
指
し
て
歩
く
と
、
吉
原
公
園
の

前
は
現
在
の
遊
郭
ソ
ー
プ
ラ
ン
ド
が

数
多
く
あ
る
地
区
、
な
か
な
か
１
人

で
は
訪
れ
な
い
と
こ
ろ
、
貴
重
な
体

験
を
し
ま
し
た
。
吉
原
大
門
を
経
由

し
て
、
江
戸
時
代
遊
廓
で
遊
ん
だ
男

が
、
帰
り
道
に
、
名
残
を
惜
し
ん
で

後
ろ
を
振
り
返
っ
た
見
返
り
柳
が

立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

道
路
を
挟
ん
で
の
斜
め
前
に
、

「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」
像
が
立
っ
て

い
る
山
谷
地
区
で
す
。「
あ
し
た
の

ジ
ョ
ー
」
に
出
て
く
る
、
日
本
堤
交

番
、
山
谷
ド
ヤ
街
、
泪
橋
ホ
テ
ル
な

ど
が
あ
り
、
山
谷
に
い
る
と
漫
画
の

世
界
に
入
り
込
ん
だ
気
分
で
す
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
北
千
住
に

向
か
う
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
お
疲
れ

の
よ
う
な
の
で
、
急
遽
予
定
を
変
更

し
て
南
千
住
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
終
了

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
南
千
住
駅
の
近
く
の
中

華
屋
で
、
江
戸
の
余
韻
に
浸
り
な
が

ら
反
省
会
を
行
い
、
各
自
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

第
25
期　

風 

間　

澄 

之

第
14
期　

阿 

部　

俊 

裕

第
14
期　

吉 

川　

利 

次

　

前
々
回
の
新
津
高
校
東
京
支
部
同

窓
会
の
後
、
私
達
14
期
生
は
近
く
の

喫
茶
店
で
雑
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

雑
談
の
中
で
今
後
定
期
的
に
会
う
事

を
決
め
、
以
降
上
野
近
辺
、
新
宿
御

苑
、
北
の
丸
・
東
御
苑
等
、
散
策
と

お
茶
を
楽
し
む
「
雑
談
会
」
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
３
年
９
組
の
西
川
祥
子

（
旧
姓
小
嶋
）さ
ん
、小
林
進
君
と
私
、

10
組
の
木
村
葉
子
（
旧
姓
森
内
）
さ

ん
と
阿
部
俊
裕
君
の
５
名
で
す
。

　

皆
は
習
字
、水
彩
画
、旅
行
、麻
雀
、

手
話
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
趣
味
を
持

江
戸
下
町
散
策
◆
ハ
イ
キ
ン
グ
・
２
０
１
８
年

第
18
期　

藤 

田　

均

川
越
ハ
イ
キ
ン
グ
の
思
い
出
◆
２
０
１
９
年

第
25
期　

五
十
嵐　

悟

　

昨
年
の
東
京
支
部
の
ハ
イ
キ
ン
グ

は
、
小
江
戸
川
越
で
し
た
。
都
心
か

ら
、
約
１
時
間
で
行
け
る
身
近
さ
。

男
性
７
人
、
女
性
３
人
の
参
加
。
想

像
を
超
え
る
ほ
ど
、
多
く
の
観
光
客

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

15
分
ぐ
ら
い
歩
き
川
越
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
も
言
わ
れ
る
「
時
の
鐘
」

に
。蔵
造
の
街
並
み
を
散
策
し
た
後
、

有
名
な
「
鐘
つ
き
う
ど
ん
き
ん
ち
ょ

う
」
で
開
店
前
に
並
び
、
食
事
。
鐘

の
音
を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
、
台
風
の
影
響
で
時
計
台
が

壊
れ
て
お
り
、
聴
く
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、美
味
し
い
、

い
も
天
せ
い
ろ
に
大
満
足
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
つ
ば
さ
」
の
舞
台
に
な
っ
た

「
陶
舗
や
ま
わ
」
に
。
こ
こ

は
、
こ
の
番
組
で
老
舗
和

菓
子
屋
・
甘
玉
堂
と
し
て

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
母

が
自
由
を
求
め
て
、
家
を

出
、
娘
の
つ
ば
さ
は
、
主

婦
業
も
や
り
な
が
ら
、
ラ

ジ
オ
放
送
局
で
大
奮
闘
。

そ
こ
に
登
場
す
る
人
達
の

ド
ラ
マ
に
想
像
の
つ
ば
さ

を
広
げ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
、「
川
越
ア
ー

ト
カ
フ
ェ
・
エ
レ
バ
ー
ト
」

で
一
息
。
地
元
の
芸
術
家
の
写
真
が

展
示
さ
れ
て
い
る
お
店
で
、
美
味
し

い
コ
ー
ヒ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
は
、
喜
多
院
。
三

代
将
軍
家
光
誕
生
の
間
や
春
日
の
局

の
化
粧
の
間
な
ど
も
身
近
に
感
じ
ら

れ
、
大
変
に
興
味
深
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
敷
地
内
に
あ
る

五
百
体
の
羅
漢
像
は
表
情
豊
か
で
顔

は
皆
ん
な
違
う
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
本
川
越
駅
に
も
ど
り
、

居
酒
屋
で
、
打
ち
上
げ
。

　

こ
ん
な
近
く
に
素
敵
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
ん
だ
と
び
っ
く
り
し

た
次
第
で
し
た
。

　

65
年
前
、
昭
和
30
年
時
代
の
小
須

戸
中
学
校
は
田
園
の
真
中
に
建
っ
て

い
ま
し
た
。学
校
の
敷
地
は
広
大
で
、

プ
ー
ル
以
外
は
何
で
も
あ
り
ま
し

た
。 

４
百
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
は
余
裕
で

田
園
も
畑
も
飼
育
小
屋
も
あ
り
、
そ

の
世
話
も
し
ま
し
た
。
ヤ
ギ
の
餌
の

干
し
草
作
り
が
夏
休
み
の
宿
題
で
、

干
し
草
の
品
質
と
量
の
合
格
判
定
の

基
準
が
厳
重
で
し
た
。

　

学
校
長
の
モ
ッ
ト
ー
「
一
人
は
皆

の
た
め
に
、
皆
は
一
人
の
た
め
に
」

の
基
で
、
学
校
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
学
力
向
上
を
目
指
し
て

国
語
、
数
学
、
英
語
の
三
教
科
が
教

材
ご
と
の
試
験
の
成
績
で
分
け
ら

れ
、
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
の

受
け
た
国
語
の
授
業
は
教
科
書
用
の

テ
キ
ス
ト
を
自
習
し
、
先
生
が
回
答

を
読
み
上
げ
自
己
採
点
で
し
た
。
で

も
、
学
校
全
体
の
模
試
テ
ス
ト
の
成

績
は
伸
び
て
、
進
学
先
の
選
択
肢
が

増
え
ま
し
た
。

　

学
生
会
活
動
は
活
発
で
、
応
援
団

は
花
形
。
学
級
活
動
は
評
価
さ
れ

第
14
期�

木 

村�

葉 

子

　

九
十
周
年
記
念
誌
を
め
く
っ
て
い

る
と
「
マ
ン
ガ
部
」
発
見
！
「
歴
史

は
定
か
で
は
な
い
が
近
年
に
発
足
し

た
の
で
は
な
い
か
」
と
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
が
部
に
昇
格
し
た
の
か
、
別

物
か
？

　

五
十
年
ほ
ど
前
に
時
計
を
戻
し
て

み
ま
す
。
マ
ン
ガ
ク
ラ
ブ
創
設
者
は

阿
部
稔
さ
ん
（
当
時
三
？
年
生
）
だ

と
思
い
ま
す
。「
ソ
フ
ト
な
哲
学
者
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。
柔
和
な
面
立
ち

と
物
腰
で
す
が
文
芸
、
人
生
や
社
会

矛
盾
に
つ
い
て
語
り
出
す
と
止
ま
ら

ず
、
論
戦
挑
む
と
目
を
細
め
て
「
お

ぬ
し
、や
る
な
ぁ
」
が
口
癖
で
し
た
。

　

私
は
お
そ
ら
く
二
か
三
期
生
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
昭
和
四
六

年
入
学
後
す
ぐ
に
同
級
生
の
佐
藤
直

（
な
お
し
）
さ
ん
に
誘
わ
れ
、「
マ
ン

第
26
期　

山 

口　

勇

ガ
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
ま
し
た
。
同

期
が
七
人
、
総
勢
で
も
十
数
人
。
墨

汁
に
浸
け
た
竹
ペ
ン
、
Ｇ
ペ
ン
、
細

ペ
ン
を
使
っ
て
ケ
ン
ト
紙
に
書
い
て

い
ま
し
た
。
モ
ノ
ク
ロ
・
ア
ナ
ロ
グ

世
界
で
す
。
作
品
は
広
報
に
い
つ
に

も
載
り
ま
し
た
。

　

私
は
い
く
ら
描
い
て
も
う
ま
く
な

ら
ず
十
日
町
高
校
と
作
品
集
を
相
互

交
換
し
た
折
り
に
頂
い
た
の
が
「
山

口
君
は
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
が
で
き
て

い
な
い
」
の
コ
メ
ン
ト
。

　

め
げ
ず
に
合
宿
や
ハ
イ
ク
に
は
欠

か
さ
ず
参
加
し
て
い
ま
し
た
ね
。
寺

泊
照
明
寺
、
津
川
小
学
校
、
水
上
湯

ノ
小
屋
温
泉
で
の
OB
会
な
ど
。
ペ
ン

を
置
き
、
夜
を
明
か
し
て
人
生
論
議

し
た
り
歌
っ
た
り
（「
メ
ロ
デ
ィ
ー
・

フ
ェ
ア
」
流
行
っ
た
頃
）、
そ
れ
は

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
兄
の
隣
の
ク
ラ

ス
が
一
位
の
評
価
で
、
そ
の
教
室
に

入
っ
た
だ
け
で
、
良
い
雰
囲
気
が
伝

わ
っ
て
き
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
兄
の
ク
ラ
ス
は
掃
除
当
番
で
揉

め
、
そ
の
揉
め
事
を
テ
ー
マ
に
英
語

弁
論
大
会
に
出
ま
し
た
。
テ
ー
マ
が

高
く
評
価
さ
れ
て
、
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
珍
し
い
今
風
の
卒
業
式

を
、
私
た
ち
は
挙
行
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
学
校
長
が
卒
業
生
一
人
一
人

に
握
手
し
、
ひ
と
声
添
え
て
卒
業
証

書
を
授
与
し
ま
し
た
。
答
辞
は
就
職

者
代
表
と
進
学
者
代
表
が
気
持
ち
を

伝
え
、
呼
び
か
け
形
式
で
し
た
。

　

学
芸
会
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
風
ピ
ノ

キ
オ
。
運
動
会
の
仮
装
大
会
。
当
時

と
し
て
は
斬
新
な
教
育
を
受
け
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

　

未
来
に
希
望
が
あ
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
て
い
た
と
、
今
で
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

同窓会長 
石 川 幸 夫

同窓会顧問 
渡 辺　剛

東京支部長 
石 月　仁

員
数
も
ピ
ー
ク
約
６
５
０
名
か
ら

４
０
０
名
程
度
に
減
少
し
て
お
り
、

直
近
の
会
費（
二
年
で
２
０
０
０
円
）

納
入
者
は
２
６
４
名
に
留
ま
り
ま
し

た
。
同
窓
会
本
部
も
同
様
で
す
が
、

会
員
の
高
齢
化
が
進
む
一
方
、
新
規

加
入
す
る
同
窓
生
が
極
め
て
少
な
い

と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
支
部
活
動
の
中
核
を
担
っ

て
い
る
運
営
委
員
の
大
半
の
方
々
が

70
歳
を
超
え
て
お
り
、
皆
様
元
気

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
次
世
代
の
方
々
に
よ
る
支
部
運

営
へ
の
積
極
的
参
加
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
改

善
す
べ
く
私
共
も
最
善
の
活
動
を
し

て
参
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、東
京
支
部
の
維
持
・

発
展
の
た
め
、「
新
し
い
方
の
支
部

運
営
へ
の
積
極
参
加
」
と
「
会
員
数

の
維
持
拡
大
」
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
紙
面
を
借
り
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
直
さ
ん
か
ら
は
ビ
ー
ト
ル
ズ

や
当
時
流
行
っ
た
洋
楽
の
ほ
と
ん

ど
を
耳
コ
ピ
と
エ
ア
ギ
タ
ー
で
教
わ

り
、
訳
詩
も
よ
く
競
争
し
ま
し
た
。

英
語
文
化
は
彼
に
教
わ
っ
た
よ
う
な

も
の
で
す
。
高
校
は
別
で
す
が
旧
新

津
市
ご
出
身
の
漫
画
家
高
野
文
子
さ

ん
と
親
交
が
あ
っ
た
由
。

　

彼
は
十
年
ほ
ど
前
に
闘
病
の
末
、

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
私
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
親
友
で

す
。
遺
作
と
な
っ
た
「
じ
ち
ろ
う
ク

ン
」は
彼
の
四
コ
マ
漫
画
や
蒲
原
語
、

ユ
ー
モ
ア
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
が
詰
ま
っ

た
傑
作
で
す
。
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↑ 16 期 3年 9組（39 会）を案内。中央船頭姿が筆者。

浅
草
・
金
龍
山
浅
草
寺
・
本
堂
前
に
て

神谷バーで昼食

五
百
羅
漢
像
で
有
名
な

　
　
　
　

川
越
・
喜
多
院
入
り
口
に
て

●
小
須
戸
中
学
校
の

　

校
章

●
昨
年
9
月
の
透
明
水
彩
画
サ
ー
ク
ル 

　

作
品
店
会
場
（
九
段
生
涯
学
習
館
）　

　

で
の
写
真

● 14 期・支部を超えた交流　写真左から　
吉川（利）／浅見／保科／石黒／石月／吉川（貞）／阿部

　

私
が
中
学
時
代
過
ご
し
た
鹿
瀬
町

は
、
昭
和
電
工
㈱
鹿
瀬
工
場
の
町
と

し
て
人
口
は
１
１
，
３
７
４
人
を
数

え
大
変
に
栄
え
た
町
で
し
た
。
会
社

自
体
は
五
泉
あ
た
り
か
ら
の
通
勤
者

を
含
め
約
２
千
人
の
従
業
員
が
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
は
、
阿
賀
野
川
を
挟
ん
で
向

鹿
瀬
地
区
に
小
学
校
、
大
鹿
瀬
地
区

に
中
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。

　

何
度
か
渡
し
船
で
通
学
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
（
既
に
鹿
瀬
橋
が
あ
り

徒
歩
で
通
学
可
能
で
し
た
）

　

昨
年
、阿
賀
町
の
舞
台
の
映
画「
あ

る
船
頭
の
話
」が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ダ
ギ
リ
ジ
ョ
ー
監
督
、
柄
本
明

主
人
公
の
船
頭
ト
イ
チ
の
な
り
あ
い

を
通
じ
て
生
き
る
意
味
を
問
う
内
容

で
す
。

　

中
学
校
で
は
、
私
の
学
年
は
４
ク

ラ
ス
あ
り
、
各
ク
ラ
ス
に
は
40
名

以
上
い
ま
し
た
。
小
学
校
時
代
か
ら

１
６
０
人
以
上
で
一
緒
で
し
た
が
、

親
の
転
勤
等
で
の
入
れ
替
わ
り
が
あ

り
、
今
で
は
名
簿
を
見
て
も
全
員
の

名
前
と
顔
が
マ
ッ
チ
し
ま
せ
ん
。

　

春
に
な
る
と
、
父
母
は
農
家
の
田

植
等
の
手
伝
い
を
し
、
夕
食
時
に
は

田
ん
ぼ
で
捕
っ
て
き
た
ド
ジ
ョ
ウ
・

タ
ニ
シ
を
味
噌
汁
に
入
れ
て
美
味
し

く
食
べ
て
い
ま
し
た
。
夏
は
、
阿
賀

野
川
で
水
泳
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
し

た
が
、
川
で
は
カ
ッ
パ
が
出
る
と
驚

か
さ
れ
て
、
母
に
真
っ
赤
な
帯
状
の

「
ふ
ん
ど
し
」
を
作
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
秋
に
は
、
父
母
は
農
家
の
稲

刈
り
、
朝
早
く
山
へ
栗
拾
い
、
炭
焼

き
小
屋
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
忙
し

く
し
て
い
ま
し
た
。
冬
は
、
寒
い
朝

大
雪
の
中
、
道
な
き
道
を
年
賀
状
の

配
達
の
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
野
う
さ
ぎ
・
キ
ジ

等
罠
を
仕
掛
け
狩
り
、
お
爺
さ
ん
に

さ
ば
い
（
さ
ば
く
：
田
舎
言
葉
で
料

理
す
る
）
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

勉
強
で
は
、
都
会
か
ら
来
た
彼
ら

の
頭
の
良
さ
は
田
舎
者
に
は
比
べ
ら

れ
な
い
も
の
で
し
た
が
、
私
は
運
動

で
は
全
校
生
徒
参
加
の
秋
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
３
位
、
冬
の
ス
キ
ー
大
会

の
滑
降
部
門
で
は
優
勝
し
、
嬉
し

か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
郡
の
中
学
校
野
球
大
会
で

は
、最
終
回
に
大
量
６
得
点
を
と
り
、

大
逆
転
優
勝
し
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
で
す
。

　

私
の
卒
業
時
の
同
級
生
は
１
７
２

名(

男
子
１
０
０
名 

女
子
72
名)

で

し
た
。
鹿
瀬
町
は
、
津
川
町
、
三
川

村
、
上
川
村
と
合
併
し
、
阿
賀
町
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
令
和
２
年
の
１
月
の
人
口

１
０
、６
９
８
名
で
、
中
学
生
の
数

は
全
校
で
も
１
９
０
名
と
、
大
幅
に

減
り
ま
し
た
。今
は
、「
ふ
る
さ
と
は
、

遠
き
に
有
り
て
思
う
も
の
！
」
の
感

が
し
ま
す
。

サチグループ 創業 58 年●住宅の総合商社
不動産のご相談は当社へ

corporation SACHICORPORATION
サチ・コーポレーション

株式
会社

山 田 常 作取締役社長

本社　〒 161-0033
　　　東京都新宿区新宿区下落合
　　　3 丁目 20 番 14 号第 2 ビル（1F）
　　　TEL 03-3954-1991
　　　FAX 03-3954-5260

ヒルトン興産 株式会社
顧問　山田常作
本社　〒 161-0033
　　　東京都新宿区下落合 3-20-14
　　　TEL 03-5950-6409

ミラージュコーポレーション株式会社
顧問　山田常作
本社　〒 161-0033
　　　東京都練馬区桜台 2-20-5
　　　TEL 03-5950-6479

サチ池袋二丁目マンション

◎完成マンション
①練馬区北町 2-31-18　東武練馬駅徒歩 4分　地上 7階建　ワンルーム 24 世帯
◎建設中マンション
②豊島区池袋 2-71-3　池袋西口駅徒歩 6分　地下 1階地上 12 階建　ワンルーム 52 世帯
◎確認申請中マンション
③練馬区桜台 1-9-7　西武池袋線桜台駅徒歩 0分　地上 11 階建　
　店舗 1階・ワンルーム 31 世帯
④新宿区西落合 1-31-14　都営大江戸線　東長崎駅徒歩 4分　地上 7階建　
　ワンルーム 18 世帯
⑤豊島区南大塚 1-39-7･8　大塚駅徒歩 4分　地上 12 階建　ワンルーム 39 世帯
⑥豊島区南大塚 1-38-3･5　大塚駅徒歩 4分　地上 11 階建　ワンルーム 20 世帯

加盟団体

東京都不動産協同組合会員／東京都不動産政治連盟会員／前金保障全国不動産信用保証㈱／㈳全国宅地建
物取引業協会会員本部参与／㈳東京都宅地建物取引業協会会員／㈳東京都宅地建物取引業協会新宿支部相
談役／社団法人首都圏不動産公正取引協議会特別委員

ち
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
や
現
役
時

代
の
経
験
を
生
か
し
た
仕
事
と
年
齢

か
ら
く
る
体
力
の
衰
え
や
病
気
と
上

手
に
付
き
合
い
な
が
ら
も
忙
し
く
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

第
13
期　

遠 

藤　

昭 

生

中
学
時
代
の
思
い
出

映
画
フ
ラ
イ
ヤ
ー
。

　

赤
の
地
に
黒
く
シ
ル
エ
ッ
ト

　

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
印
象

　

的
な
も
の
。
←

通
�
て
い
た
頃
の
小
須
戸
中
学
校

小
須
戸
中
学
校
・
ふ
る
さ
と
時
代
の
思
い
出

同
期
の
集
い
・
第
14
期　

支
部
を
超
え
た
交
流

�
雑
談
会
の
こ
と
�

同
窓
生
26
期
�初
の
寄
稿
�
お
も
し
�
が
�
た
な
�
�

�
マ
ン
ガ
ク
ラ
ブ
�



東 京 支 部 会 報 令和 2年 7月 15日 令和 2年 7月 15日（　）第 17号 第 17号（　）東 京 支 部 会 報

　　

ゴルフサークル会員募集
初心者、経験者大歓迎 !

青空の下、みんなで汗を流しませんか？
会　長　　庄 司　利 治　（11 期生）

幹　事　　阿 部　俊 裕　（14 期生）

札幌支店／青森支店／岩手支店／秋田支店／宮城支店

山形支店／福島支店／群馬支店／茨木支店／栃木支店

千葉支店／神奈川支店／静岡支店／愛知支店／岐阜支店

滋賀支店／大阪支店／三重支店／奈良支店／和歌山支店

兵庫支店／鳥取支店／岡山支店／沖縄支店

埼玉支店／富山支店／石川支店／福井支店／長野支店

山梨支店／京都支店

建設業許可番号 :国土交通大臣許可 第 22137号　宅地建物取引業免許 :国土交通大臣 (2) 第 007493号

東京支店
〒 136-0072 東京都江東区大島 1-30-3

TEL.03-3685-8451

本社
〒 956-0801 新潟県新潟市秋葉区大蔵 738-1

TEL.0250-22-2000

連絡先　　TEL.&FAX　047-439-2975

携　帯　　090-6548-1870

東京支部の益々の発展を祈ります！

学 年 幹 事

学 年 幹 事
ゴルフ会長

11 期生はいつまでも若いぞ !

第 11期生　有志一同
阿 部　紀 之
庄 司　利 治

工業 /地域産業立地専門情報誌

顧　　問

代 表 取 締 役

週刊 日本立地ニュース

阿 部　紀 之（11期生）
鵜 川　　勉 （16 期生）

工場、研究所、物流施設の建設から地域開発、海外工場建設など

㈲日本立地ニュース社

〒 101-0024 
　東京都千代田区神田和泉町 1-7-20 みつば第 5ビル
　　TEL : 03-3863-7358　
　　FAX : 03-3863-7386
　　E-mail : nihon.r.n@nifty.com

機　械　工　具

代 表 取 締 役

㈱　榎　商　会
榎　脩 一（7期生）

〒 956-0801 
　　東京都葛飾区四つ木 4丁目 14 番 11 号
　　TEL : 03-3694-8211 番㈹
　　FAX : 03-36-5-2901 番

その他　特殊自動機械設計・製作
　　　　　　および
各種産業プラント設計・製作
工場関係のことならなんでもご相談ください。 

次
期
総
会
は
令
和
三
年
五
月
三
十
日
（
日
）
於
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 
誘
い
あ
い
再
会
し
ま
し
ょ
う
！

盛大に支部総会＆懇親会
※イベントは同窓・朝川玲枝さん（第 30 期）の端唄

「江戸の粋」を聴く

第15回
1920～2021

新津高校創立100年

総合司会は相馬さん（17 期）
支部総会での役員の皆様

会場全体

監査報告は藤田さん（18 期） 石月新支部長（18 期） 総会議長は宮崎さん（10 期）桂支部長（15 期）、
　　　　お疲れさまでした

イベントは同窓の朝川さん（30 期）

粋な三味（しゃみ）の音色に聴き入ります 抽選会賞品授与風景

24、25、26 期の皆さん

16、17、18、19 期の皆さん

28、30、31、39、40、43、44、46 期の皆さん

桂支部長による来賓の皆様の紹介

支部顧問・渡辺剛学校長（現職）

受付の様子

恩師・高津恭子先生（英語）

校歌斉唱

18 期の皆さん 14、20 期の皆さん

10、15 期の皆さん 3、7、8、11、13 期の皆さん

同窓会長・石川幸夫様（18 期）

10 期に次ぐ動員は 13 期の皆さん

歓談する歴代支部長と顧問の皆様

いつも最多動員の 10 期の皆さん

抽選会賞品をディスプレイ
賞品のご提供いただいた皆様、
ありがとうございました。
抽選会司会は田辺さん（39 期）

3 ２


